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平成 22 年 9 月期 第 2 四半期累計期間業績予想との差異 

及び通期業績予想の上方修正に関するお知らせ 
 

当社は、平成 22 年 1 月 29 日付「平成 22 年 9 月期 第 1 四半期決算短信」にて発表いたしました

平成 22 年 9 月期第 2 四半期連結累計期間業績予想と、本日開示いたしました同四半期連結累計期間

業績に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

また、通期連結業績予想についても修正いたしましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

１. 連結業績予想数値の修正 

 
① 第 2四半期連結累計期間 連結業績予想との差異（平成 21 年 10 月 1 日～平成 22 年 3月 31 日）  

 

 

② 通期 連結業績予想の修正（平成 21 年 10 月 1 日～平成 22 年 9月 30 日） 

会 社 名 株 式 会 社 ネ ク シ ィ ー ズ

本 店 所 在 地 東 京 都 渋 谷 区 桜 丘 町 2 0 番 4 号

代 表 者 代 表 取 締 役 社 長  近 藤 太 香 巳

上 場 取 引 所 証券コード 4346 東証第一部、大証第一部 

問い合わせ先 責任者役職名  専務取締役管理本部長 

 氏  名   松 井 康 弘 

 電話番号   （ 0 3 ） 5 4 5 9 - 7 4 4 4 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 3,800 △90 △100 △120 △94.74

今回実績（B） 3,988 80 68 △3 △2.84

増減額（B－A） 188 170 168 116 ―

増減率（％） 5.0 ― ― ― ―

(ご参考)前期第2四半期実績 

(平成21年9月期第2四半期) 
2,840 △77 △106 △396 △320.98

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 8,000 20 0 △150 △118.43

今回発表予想（B） 8,000 120 100 △50 △39.48

増減額（B－A） ― 100 100 100 ―

増減率（％） ― 500.0 ― ― ―

(ご参考)前期実績 

(平成 21 年 9月期) 
6,852 △157 △199 △823 △661.52



２. 差異の発生及び通期業績予想修正の理由 

 

  （第 2四半期連結累計期間の差異） 

 差異の発生理由といたしましては、まず、当社グループの各事業においてそれぞれ売上高が好調に推

移した結果、連結業績における売上高が増加いたしました。特にソリューションサービス事業のウェブ

マガジン「旅色」において、広告クライアントとなる宿泊施設、レジャー施設や飲食店との新規契約、

契約更新の数が順調に推移したことで広告掲載料金が増加いたしました。 

一方で、当社グループでは継続的に営業費用の削減に努め、賃借料や電話通信費などの費用圧縮に努

めてまいりました。当第 2四半期連結会計期間（1月～3月）におきましても、採用費や広告宣伝費など

の支出を見直し、業務の効率化による費用圧縮を図ったことにより、従来よりも販売費及び一般管理費

を抑えた事業運営を行うことができました。  

結果、営業利益、経常利益がともに好調に推移いたしました。そのため、上記のとおり差異が発生い

たしました。 

 

  （通期連結業績予想） 

 通期連結業績予想につきましては、景気の悪化に伴う個人消費の低迷が続くなど、経営環境は予断を

許さない状況が続くものと予想されます。また、ブロードバンド事業において、会員数の増加に対応し

たサーバー容量の拡張に伴う費用や、営業未経験の新卒社員増員に伴う一時的な営業効率の低下が見込

まれます。 

しかしながら、第 2 四半期累計期間の各事業の業績が好調であったことから、通期連結業績の売上高

および利益項目につきましてもそれぞれ改善するものと思われます。そのため、上記のとおり業績予想

を上方修正するものであります。 

 

 

以上 


